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    Ⅰ 目 的 
 

 名古屋市女性会館は、「女性の学習・交流・情報の拠点」として、女性の学習活動・グループ活

動の支援等を行い、女性教育の振興を図ることを目的として設けられた社会教育施設である。学習

や交流をとおして、女性が問題を解決する力を高められるように、各種の事業を展開している。 

 また、平成３年に併設された女性情報センターは、女性の生涯にわたる学習要求に応える情報の

提供や女性自らの情報の活用、発信を支援することを目的としている。 

 なお、女性情報センターの開館により、既設の婦人会館と新設の女性情報センターの総合名称を

「女性会館」とし、婦人会館部分を女性学習センターとした。 

                           女性学習センター 

 名古屋市女性会館 

                           女性情報センター 

 さらに、市民に一層親しまれる施設となるよう、女性会館の愛称を公募により「イーブネット」

とした。 

 

 「イーブネット…“イーブン＝平等”と“ネットワーク＝交流と連帯”の言葉を合わせたもの」 

 

 平成26年4月には男女平等参画推進センターが女性会館に移転し、女性教育と男女平等に係る事

業及び運営を一体的に行っている。 

また、両施設の共通愛称を公募により「イーブルなごや」とした。 

 

「イーブル…“イーブン＝平等”と“エイブル＝可能”を組み合わせた言葉」 

 

    Ⅱ 建設の経緯 
 

１ 女性学習センタ－（旧「婦人会館」） 

昭和４８年１２月１９日  地域婦人団体、クラブ婦人団体が市会に請願（署名８万人） 

  ４９年 ２月 １日  請願、市会で採択 

  ４９年 ８月３０日  地域婦人団体、クラブ婦人団体が市長及び教育委員会へ陳情 

  ４９年１２月 ３日  婦人グル－プ・サ－クルが市長及び教育委員会へ陳情 

  ５０年 １月２９日  婦人グル－プ・サ－クル共同で婦人会館建設を市会に請願 

  ５０年 １月     名古屋市短期３か年計画を策定（婦人会館建設を計画） 

  ５０年 ４月 １日  婦人会館建設調査費を当初予算に計上（調査費３０万円） 

  ５０年１０月１３日  婦人団体・グル－プ代表を含む建設調査委員会設置 

             第１回会合、基本構想について審議 

  ５０年１２月 １日  第２回会合、施設・事業内容について審議 他都市実情調査 

  ５１年 ２月２４日  第３回会合、あるべき会館像の作成 

  ５１年 ４月 １日  ５１年度予算に実施設計費を計上（１０００万円） 

  ５１年 ７月 ７日  第４回会合、女性の要望集約を決定 

  ５１年 ７月～９月  計画案・事業案についての女性の要望、意見集約 

  ５１年 ９月      現在地に構想固まる 

             実施設計費を９月市会で補正 

  ５１年１２月     本体工事実施設計を完了 

  ５２年 ４月２０日  工事着工 

  ５３年 ７月１９日  開館 
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２ 女性情報センタ－ 

昭和６０年１０月     「婦人会館に婦人教育情報センタ－とホ－ルの建設をすすめる会」 

             発足（４団体・６９グル－プ参加） 

  ６０年１２月     「婦人会館に婦人教育情報センタ－とホ－ル建設に関する陳情書」を

             市長、教育委員会及び市会へ提出（署名５９，０００人） 

  ６１年 ８月      婦人団体代表、学識経験者を委員とする「女性教育情報センタ－建設

             調査委員会」を設置 

  ６２年 ２月     すすめる会より女性教育情報センタ－の施設構想について要望書提出

  ６３年 ３月     「女性教育情報センタ－基本構想」策定 

平成 元年 ３月     女性教育情報センタ－基本設計完了、情報システム調査実施 

   元年 ９月     実施設計完了 

   元年１２月     建設着工 

   ２年１２月     建設完了 

   ２年１２月     情報システム設計完了、運用準備 

   ３年 ５月２４日  開館 

 

    Ⅲ 施設のあらまし 
 

１ 名称・位置 

   （１）名称  名古屋市女性会館 （共通愛称「イーブルなごや」） 

   （２）位置  名古屋市中区大井町７番２５号 

 

２ 建物の概要 
 
  

    女性学習センタ－     女性情報センタ－    合   計 
 

 敷地面積 

 延床面積 

 建築面積 

 構  造 

 

 着  工 

 竣  工 

 開  館 

 総 工 費 

     ２，２１１．０８㎡ 

      ３，４３４．１８㎡ 

     １，０４３．３９㎡ 

   鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 

     地上３階、地下１階 

    昭和５２年４月２０日 

    昭和５３年７月１５日 

    昭和５３年７月１９日 

  ６０８，９６２，０００円 

   うち国庫補助 

   ６０，０００，０００円 

   県費補助 

   ６０，０００，０００円 

      １，１６９．２６㎡ 

   ２，３９２．４９㎡ 

        ７９１．１２㎡ 

    鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 

     地上３階建一部４階建 

        平成元年１２月 

        平成２年１２月 

      平成３年５月２４日 

 １，０２２，０００，０００円 

  うち国庫補助 

    ８３，０００，０００円 

  県費補助 

    ７１，４００，０００円 

 ３，３８０．３４㎡ 

 ５，８２６．６７㎡ 

 １，８３４．５１㎡ 

   

  立体駐車場 

   ４８４．０８㎡ 
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３ 施設の案内 
 
 

区 分       女性学習センタ－        女性情報センタ－ 
 

 ４ 階 
 

 同時通訳室（親子ル－ム）（３）・調光・映 

 写室・設備機械室 

 

 ３ 階  大会議室・中会議室・大研修室 

 第４集会室・第６研修室・第７研修室 

多目的室 

 ホ－ル 

 ２ 階  第１研修室・第２研修室・第３研修室 

第１和室・第２和室・視聴覚室・授乳室 

 生活科学研修室・小会議室 

 録音室・モニター室 

 １ 階  文化活動室・ボランティアルーム・喫茶室 

 印刷コーナー・託児室・第４研修室 

 活動コーナー・図書資料室 

第５研修室・図書閲覧コーナー 

 第１集会室・第２集会室・第３集会室 

情報フロア・活動コーナー 

 地 階  機械室・電気室・ボイラ－室 

 消火用ポンプ室 

 

 

 
 
 
 駐車場  立体駐車場   ３２台 

 

 平面駐車場 

 （身障者用２台含む） 

  １７台 

   合  計   ４９台 

 

 

４ 開館時間と休館日 

 （１）開館時間 

     午前９時～午後９時（日曜・祝休日は午後５時まで） 

 （２）休館日 

     毎月第３木曜日、年末年始 
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５　部屋別一覧

部屋名 定員（人） 面積（㎡） 部屋名 定員（人） 面積（㎡）

大会議室 ４２ 97.40 ホール ３５０ 350.00

中会議室 ２４ 49.80 ステージ － 140.00

大研修室 １５０ 141.60 ロビー － 61.75

第６研修室 １２ 33.62

第７研修室 ３２ 70.25

多目的室 ３０ 76.48

第４集会室 ６３ 94.40

視聴覚室 １２６ 144.60 録音室 － 18.52

第１研修室 ５４ 70.80

第２研修室 ５４ 70.80

第３研修室 １２ 29.88

生活科学研修室 ５４ 87.00

第１和室 １８

第２和室 １５

小会議室 １２ 29.88

事務室・放送室 － 90.80 第１集会室 ３６ 51.41

第４研修室 １５ 32.00 第２集会室 ２２ 37.99

第５研修室 ８ 21.39 第３集会室 １２ 31.26

文化活動室 ５０ 117.00

託児室 － 86.96

ボランティアルーム － 29.96

図書資料室 － 163.18

３階

２階

女性学習センター 女性情報センター

97.00

１階

区 分
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    Ⅳ 組織及び分掌事務 
 

 

 

                                                               

                                          

                                  

                                     

                               
 
                                   社会教育主事 １名 

                生涯学習係長      主事          ２名 

           １名            

    １名                                          
            

     

 

  生涯学習係分掌事務（女性会館関係) 

（１） 女性会館の事業 

（２） 女性教育の事業 

（３） 女性会館の管理等に関する合理化 

（令和6年3月31日現在） 

 

 

    Ⅴ 予 算 
                                                 （単位：千円） 
 
 

事     項 令和６年度 令和５年度 増  減 
 

 女性会館運営費 ７０，８２５ ７９，２３３ △８，４０８ 

 

管  理  費 ６７，９９９ ７６，４１７ △８，４１８ 

学習機会提供事業 ６２５ ９２６ △３０１ 

情報提供相談事業 ２，２０１ １，８９０ ３１１ 

 

 
 生涯学習部生涯学習課 
 

 
 名古屋市教育委員会事務局 
 

 
 課長 
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   Ⅵ 令和６年度事業計画 
 
 

１ はじめに 

令和５年度は能登半島地震が発生し、「女性の視点からの防災・復興ガイドラ

イン（内閣府男女共同参画局）」に基づく取り組みを進めるよう、被災自治体

に要請された。本市でも南海トラフ巨大地震に備え、被災者への性暴力やＤＶ

など過去の実態から、防災の現場等における女性の参画拡大とこれを推進する

リーダー層の意識醸成、啓発をしていくことが必要となった。 

誰もが、互いの人権を尊重し、責任も分かち合い、性別にかかわりなく、そ

の個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、21世

紀の社会における最重要課題であり、令和２年12月には、国で「第５次男女共

同参画基本計画」が閣議決定され、本市においても、令和３年３月に「名古屋

市男女平等参画基本計画2025」が策定された。 

これまでも名古屋市女性会館（以下「女性会館」という。）は、女性教育を振

興する拠点施設として、男女共同参画社会の実現をめざし、女性の生涯にわた

る学習を推進してきた。本年度も、国・本市の上記基本計画の内容を踏まえ、

女性教育を振興する拠点施設の使命を達成していくものとする。そして、「学

習の場」「交流の場」「情報の場」を充実させ、さらなる女性のエンパワーメン

ト（主体的な力をつけること）や男女共同参画の視点に立った意識啓発につな

がる事業を展開していく。また、平成26年度より一体的運営を行っている男女

平等参画推進センターとの連携を一層進め、実効性のある充実した事業実施に

努めていく。 

 

２ 事業目標と具体的な事業   

※ 破線で囲まれた事業については、指定管理者が進める。 

(１) 「学習の場」の提供 

女性のエンパワーメントや男女共同参画の視点に立った意識啓発につな

がる学習、また社会的性別（ジェンダー）の視点が養われる学習の機会を提

供する。 

 

① 主催講座・講演会の開催 

ア 講座の４本柱とその内容 

女性の生き方、エンパワーメント  

女性の生き方やエンパワーメントにつながる学習、社会的性別（ジ

ェンダー）の視点が養われる学習。 

現代的課題  

人権、環境、国際理解等、女性を取り巻く今日的課題についての理

解を深めるとともに、課題解決に向けての実践的な態度を養う学習。 

社会参画  

施設ボランティアや女性リーダー等、地域社会に積極的に参画する
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人材を育成する学習。 

 

子育て  

家庭教育の充実と支援、「親学」の推進を図る学習。 

 

    イ 講座・講演会の開催 

      系統的・継続的な学習機会として連続講座を開催する。 

 継続的な参加が困難な学習者や女性会館を利用したことがない学習者

等、幅広い市民を対象として、単発で行う講演会等を開催する。 

 

    ウ 学習サポート 

障がいのある方や子育て中の保護者等、様々な事情・状況にある方への

学習支援を行うために、講座資料やチラシ等の点訳や要約筆記、手話通訳、

託児付きの事業を実施する。 

 

 エ 連携 

    多様化・高度化する学習ニーズに応えるため、大学、行政機関、女性関

連施設、女性会館施設ボランティア等と積極的に連携して事業を展開する。 

    地域で活躍できるこれからの女性リーダーの育成を目的とした「なごや

女性カレッジ」を、６年度は、愛知淑徳大学と連携して開催する。 

   

  オ 出前講座 

    将来を担う若者たちに、男女共同参画や社会的性別（ジェンダー）、デ

ートＤＶ等についての正しい知識や現状について学ぶ機会を提供するた

めに、名古屋市内の高等学校を対象に出前講座を実施する。   

 

② 託児事業 

     託児事業として、女性会館を利用する学習者、また団体・自主学習グルー

プ活動に参加する学習者を支援する「学習支援託児」を行う。 

     また、講座・講演会等のすべての主催事業において「講座託児」を行う。 

     

(２) 「交流の場」の提供 

女性会館で活動している団体・自主学習グループが、主体的に学び、様々

な交流ができ、かつ学習の成果を地域社会に還元することができるように支

援する。 
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①  学習成果の還元 

    ア 「イーブルなごや・フェスティバル」の開催をはじめ、団体・自主学習

グループが協力して学習や交流ができ、学習の成果を地域社会に還元でき

る場を開設する。 

 

イ 団体・自主学習グループによる「自主学習グループ開設講座」に対して

支援する。 

 

ウ 「学習グループ登録」の推進や、団体・自主学習グループによる学習の

成果還元を支援する。 

 

②  団体・自主学習グループの育成・支援 

ア 講座や学習終了後、さらに自主的に学習を深めていこうとする団体・自

主学習グループの育成・支援を行う。 

 

イ ボランティア活動やグループ活動の継続・継承・発展を支援するための

研修会を開催する。 

 

(３) 「情報の場」の提供 

女性のエンパワーメントや男女共同参画の意識啓発、社会的性別（ジェン

ダー）の視点を養うことにつながる情報を収集し提供する。 

 

①  学習相談事業 

 多様化・高度化する学習ニーズに応えるため、女性の課題解決に向けて、適

切な情報を提供するとともに、自ら情報収集し学習できるよう活動コーナーの

学習環境を整えたり、相談を受けたりする。 

 

② 図書資料室の運営 

 ア 女性のエンパワーメント、男女共同参画、社会的性別（ジェンダー）の視

点で、図書・資料を収集する。 

 

イ 図書・資料の展示、貸し出しを行う。 

また、図書・資料に関する問い合わせ対応や活用の支援を行う。 

 

ウ 主催事業に関連した、男女共同参画の意識啓発や女性の課題解決に向けた

テーマでの図書・資料の企画展示を行う。 

  

      エ 講座・講演会等で図書資料室や企画展示のガイダンスを行い、利用促進を

図る。 
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③ 広報の充実 

  女性会館の事業紹介や学習情報の提供のための広報を積極的に行う。 

ア 新聞、地域誌等の広報媒体を活用した積極的な広報を行う。 

 

イ 講座ガイドやチラシを活用した広報を行うとともに、ホームページの充実

を図る。 

 

３ 施設等の提供 

「女性の学習・交流・情報の拠点」として、利用者の視点に立った快適な学習環境 

の形成のために、施設・設備にかかる良好な条件整備に努め、利用促進を図る。 
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１ 主催事業のあらまし 

 
（１） 「学習の場」の提供事業 

①  講座の開催 
・ 主催講座（なごや女性カレッジを含む）16講座開催。「女性がカラダの調子と向き

合うために」や「芸術から読み解く女性学」などを開催した。 

・ 施設ボランティア育成事業として「託児ボランティア養成講座」「難聴者等支援ボ

ランティア養成講座」を前期・後期に開催した。  

②  公開講座・講演会等の開催 

「街角保健室の挑戦！～ピンクテントの光は安心安全自由の道しるべ～」「演奏で辿る

～女性作曲家の知られざる名曲～」など女性の現代的課題にかかわるテーマで公開講座・

講演会を12回開催した。また、デートＤＶ防止出前講座を８回開催した。 

③  「なごや女性カレッジ」の開催 

愛知淑徳大学と連携して「ワタシとアナタで高める力！～社会で生かせる力を育てよ

う！～」をテーマに開催した。 

④  連携事業 

・ スポーツ市民局男女平等参画推進室との共催で、特別講演会「ある幸せ、ない幸せ

～自分で決める暮らし方～」を開催した。 
・ 主催講座については、託児の会「たんぽぽ」などの女性学習グループと連携して開

催した。 

⑤  託児事業 

  ・ 「講座・講演会託児」57回、「学習支援託児」24回等実施した。 
   

（２） 「交流の場」の提供事業 

①  学習の成果を還元するための支援 
主催講座・講演会における要約筆記、点訳資料の作成、託児付き事業などを実施した。 

②  グループの育成・支援 
  「託児ボランティア研修会」などを開催し、施設ボランティアの活動の継承と発展を支

援した。 
 

（３） 「情報の場」の提供事業 

①  図書資料室の運営 
女性関係専門書の収集、閲覧、貸し出しを行った。また、講座・講演会に関連した図書

を展示・貸し出しする「図書・資料の企画展示」を開催した。 
②  広報の充実 

名古屋市公式ウェブサイトや「生涯学習Webナビなごや」へ最新の情報を掲載した。ま

た、地域誌、各社新聞などマスコミを通じての情報提供を積極的に行った。 
 
 
 
 
 

 Ⅶ 令和５年度事業結果
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【具体的な事業展開】 

１ 「学習の場」提供事業  

（１） 主催講座 

「女性の生き方、エンパワーメント(Ａ)」、「現代的課題(Ｂ)」、「社会参画(Ｃ)」、「子育て(Ｄ)」
の４本柱で、年間を前期（５月～９月）・後期（１０月～３月）の２期に分け、実施した。 

※ 全68回中17回託児なし 

期 

時

間 
曜

日 
講    座    名 

回数 

(回) 

募集定員

(人) 

応募者 

数(人) 

学習者 

数(人) 

託児受入

数（人） 

前 
 
期 
 
講 
 
座 

午 
   

 
 
 
  

前 

金 

火 

＜J-1＞【名古屋市立大学連携講座】 
女性がカラダの調子と向き合うため

に(A） 
４ ３０ ３０ ２５ ０ 

水 
＜J-2＞こころのメール～障がいのあ

る女性とともに～（A） 
５ ２０ １１ １０ ０ 

金 ＜J-3＞芸術から読み解く女性学（A） ３ ３０ １７ １３ １ 

月 ＜J-4＞メディアと社会（A） ４ ３０ ２０ １９ ３ 

火 ＜J-5＞家族をみつめる（A） ５ ３０ １８ １８ ３ 

水 
＜J-6＞難聴者等支援ボランティア養

成講座１（C） 
４ ２０ １７ １３ １ 

金 
＜J-7＞託児ボランティア養成講座１

（C） 
４ ２０ ２１ １７ １ 

火 
＜T-1＞気持ちが楽になる子育てらく

らく講座(D） 
４ ２４ １３ １１ １２ 

前期 計 ８講座 ３３ ２０４ １４７ １２６ ２１ 

後 
 
期 
 
講 
 
座 

午 

 
 
 
  

前 
 

水 ＜J-8＞難聴者等支援ボランティア養

成講座２（C） 
４ ２０ １３ １２ １ 

金 
＜J-9＞託児ボランティア養成講座２

（C） 
４ ２０ １５ １３ １ 

火 
＜J-10＞多文化共生～外国人女性の

困りごと・私たちにできること～（B） 
４ ３０ １１ ９ １ 

月 

＜J-11＞［なごや女性カレッジ］【愛

知淑徳大学連携講座】ワタシとアナタ

で高める力！～社会で生かせる力を

育てよう！～（A） 

５ ２４ ２４ １８ ２ 

月 
＜J-12＞日本と海外を知ることで見

えてくるこれからの未来（B） 
５ ３０ ２２ １６ １ 

火 
＜J-13＞思い込みかも・・・気づいた

ときが自分を振り返るチャンスです！

～一人一人を大切にするために～（B） 
５ ３０ １６ １３ ２ 

水 
＜J-14＞発見！私らしい生き方～

2023年これから始める女性学の旅～

(A） 

３ ３０ １１ ８ １ 

午前

午後 
金 

＜J-15＞素敵！地域で活躍する女性

（B） 
５ ３０ ２８ ２４ ６ 

後期 計 ８講座 ３５ ２１４ １４０ １１３ １５ 

主催講座計 １６講座 ６８ ４１８ ２８７ ２３９ ３６ 

  
   充足率 ５７．２％  
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（２） 公開講座・講演会等 

※ E-2はJ-3の第１回、E-9はJ-12の第１回、E-10はJ-13の第１回。E-5は中止。 

※ 託児数は実際の託児の人数 

事業名 月日 テーマ 講  師 
学習者 

数(人) 

託児数

(人) 

｢いま」を 
読み解く 

５月 

２０日 

＜E-1＞街角保健室の挑戦！

～ピンクテントの光は安心安

全自由の道しるべ～ 

愛知・思春期研究会共同代表 

中谷 豊実 
１９ ０ 

６月 

１６日 
＜E-2＞演奏で辿る～女性作

曲家の知られざる名曲～ 

愛知教育大学 教授 
國府 華子 

愛知教育大学 准教授 
金原 聡子 

１０６ １ 

８月 

２日 

＜E-4＞子育てと研究の両立

をどうする！？～科学者にな

った私のお話～ 

名古屋大学 宇宙地球環境

研究所 教授 

南 雅代 

４９ ３ 

８月 

２６日 

＜E-5＞東日本大震災で忘れら

れない富岡町の時間～母とし

て子どもの心と手を温め続け

た１０年～ 

アロマハンドトリートメント

協会「共に笑う」主宰 

愛知県被災者支援センターボ

ランティア 

鈴村 ユカリ 

－ － 

９月 

２３日 

＜E-6＞母との二人三脚で歩ん

だオリンピックへの道～交通

事故被害者家族の実録30年～ 

アーティスティックスイミン

グ元日本代表 

石黒 由美子 
４２ ３ 

１月 

２２日 

＜E-9＞今、注目されているフ

ェムテック！～ほがらかなあ

したをみんなでつくろう～ 

豊島株式会社 Hogara 

 大川 侑穂 

山形 弘毅 

３３ １ 

１月 

２３日 

＜E-10＞障害のある人への思

い込みから考える人権～障害

のある女性の「生きづらさ」

を知ることを通して～ 

愛知大学 教授 
土屋 葉 

３８ ０ 

３月 

２日 

＜E-12＞樋口一葉～おもひた

つことあり～ 
中部大学 教授 

愛知 峰子 
８９ ４ 

なごや環境 

大学共育講座 

２月 

１７日 

＜E-11＞フードバンク活動で

幸せに～食品ロス・貧困のな

い社会へ～ 

認定NPO法人セカンドハー

ベスト名古屋 事務局 

 谷口 かおる 

５８ ６ 

名古屋市美術館 

共催 

「特別展にみる

女性たち2023」 

７月 

８日 

＜E-3＞マリー・ローランサン

とモード～画家としてパリの

女性を描く～ 

名古屋市美術館 学芸員  

勝田 琴絵 
９５ ０ 

「常設展にみる

女性たち2023」 

１２月 

３日 

＜E-8＞「Woman－〈私〉の

物語」 
名古屋市美術館 学芸員 

竹葉 丈 
４１ ２ 

特別講演会 
１１月 

１１日 

＜E-7＞ある幸せ、ない幸せ 

～自分で決める暮らし方～ 
元朝日新聞記者 

稲垣 えみ子 
２８９ ３ 

 １１回  ８５９ ２３ 
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（３） 託児事業 

 

 

２ 「交流の場」提供事業 

（１）イーブルなごや・フェスティバル２０２３の開催     
テーマ「語ることから始めよう！ ～その人らしくあるために～」 

※情報棟フロアでの展示のため、参加者数はカウントしていない。フェスティバル期間中の入館

者数は１８,７０３人。 

 

 

 

事 業 名 回数・月日 内   容 
託児者・講師 

等 
託児延数

(人) 

講座託児 ４６回 

１歳以上就学前までの子の託児 
託児の会 
「たんぽぽ」 

１０３ 

講演会託児 ６回 ２１ 

なごや女性 
カレッジ 

５回 ９ 

学習支援託児 ２４回 ２４１ 

託児室交流会 

５月１２日 
７月２８日 
１０月６日 
１月１２日 

託児説明会&託児室で遊ぼう 
託児の会 
「たんぽぽ」 

８ 

７月６日 
１２月１日 

語ろう会 
（託児利用者と託児ボランティ

アとの交流会） 

託児の会 
「たんぽぽ」 

１５ 

※ 託児定員は15人 

 
合  計 ３９７ 

事 業 名 月  日 内  容  等 参加者数（人） 

[10周年記念]イーブルなご

や・フェスティバル2024に

ついて語ろう 

６月２４日 
５つのグループに分かれて、イーブ

ルなごや・フェスティバル2024で

実施したいことについて語り合う 

３３ 

ホールで２分の１Ｂ紙展示

＆ミニ交流会 
６月２４日 

出展した９グループによる作品紹

介や、お話をしながらの交流会を開

催 
２７ 

２分の１Ｂ紙展示 
５月２６日～ 
６月２４日 

27グループの活動紹介や作品を２

分の１サイズのＢ紙にして展示 
※ 
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（２）自主学習グループ主催講座の開設支援 

講  座  名 団 体 名 曜日 時間 
回数 
(回) 

定員
(人) 

学習者数 
(人) 

演歌を楽しむ 演歌を楽しむ会 月 午前 ５ １０ ０ 

詩歌吟詠の手ほどき 

公益社団法人 関
西吟詩文化協会 
公認鷺伸吟詠会 
東尾張支部 

土 午前 ５ １０ ７ 

もったいないを家庭から 
～編む・織る・染める～ 

つながれっと３Ｒ 木 午前 ２ ６ １ 

エニアグラムと自己開放 女子の心と体 木 夜間 ５ ２０ ８ 

児童、生徒のゲーム障害・ネット依

存への対応をどうしよう？スクー

ルカウンセラーと共に考えてみま

せんか。 

学校臨床「しゃべ

り場」 
日 午前 ２ １２ ７ 

素敵な朗読と楽しい演芸 演芸と朗読会 水 午後 ５ １０ １０ 

子どもの育ちを見守り、親も成長

するには 

特定非営利活動法

人 子育ち・子育

て支援ＮＰＯたん

ぽぽ 

金 
水 

午前 ３ ２０ ５ 

～勿体ないを家庭から～ 
編／織／染 

イーブルなごや 
３ＲＬ 

木 午前 ２ ６ ３ 

 合 計 ４１ 
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（３）研修会・交流会 

 

 

 

３ 「情報の場」提供事業 

（１）学習相談事業                            （単位：件） 

 

 

（２）図書資料室の運営 

ア 利用者数等 

事 業 名 回数・月日 内  容 講 師 等 
参加者 

(人) 

託児ボランティア

研修会 
５回 

「子育て支援で大切

なこと」等     

愛知県現保育士研修運営

協議会 常務理事兼事務

局長 
小島 千恵子 ほか 

１２９ 

難聴者等支援ボラ

ンティア研修会 
６月７日 
３月６日 

「ノートテイク実践

研修」等 

NPO 法人名古屋難聴者

中途失聴者支援協会 
荒川 清美 

１０ 

点訳ボランティア

研修会 
３月３日 

シーンボイスガイド

付き上映会 
「月の満ち欠け」を

体験する 

ボイス・ケイン天白 ５ 

子育てグループ交

流会（子育てグル

ープ交流会共催） 

８月２５日 
３月１日 

仲間と一緒に親子で

遊ぼう 

一般社団法人日本ベビー

ダンス協会 
上野 規子 ほか 

１６ 

合   計 １６０ 

学習 
機会 

施設 
団体・ 
グループ 

指導者 資格 
教材 

（資料） 
その他 合計 

１５ １ ３９ １ ― ３６ ３０ １２２ 

事      項 令和５年度 令和４年度 

貸出利用者数 ８０３人 ９０５人 

貸出利用冊数 １，８５３冊 ２，１１０冊 

予約・リクエスト件数 ４８件 ４５件 

新規登録者数 １０２人 １３２人 
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イ 蔵書数 

区 分 令和５年度末 令和４年度末 

図書・資料 計 ３１，６７１冊 ３２，０１８冊 

 図書  ※１ ２１，９１６冊 ２１，８２２冊 

 雑誌  ※２ ５，１４２冊 ５，６７５冊 

 資料  ※３ ４，３４７冊 ４，２５５冊 

 ＶＴＲ、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ ２６６個 ２６６個 

  ※１ 参考図書、児童図書含む 
  ※２ 「女性展望」「We Learn」「f visions」など 
  ※３ 全国行政機関発行資料、団体資料、大学紀要、貴重書など 
  
 

ウ 図書・資料の企画展示実施結果 

 

 

回数 開 催 期 間 テ  ー  マ 展示した図書の内容 

１ 
４月１日～ 

５月１５日 
社会で子どもを支えまし

ょう 

・日本における子育てについて 

・日本における多様な家族について 

・日本における性教育について 

２ 
６月１日～ 
７月１５日 

世界を変えた女性たち 
・世界史において活躍した偉大な女性たち 

・日本史において活躍した偉大な女性たち 

３ 
１１月１日～ 

１２月１４日 
困難な問題を抱える人た

ちへの支援 

・女性に対する暴力について 
・女性の生きづらさについて 
・子どもの権利の尊重について 

４ 
２月１日～ 
３月１５日 

女性とリーダーシップ 
・リーダーシップとは何かについて 
・日本における女性のリーダーシップについて 
・日本における女性リーダーの未来について 
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Ⅷ 令和５年度利用状況 

 

１ 開館日数  ３４８日 

２ 利用人数  ２１７，０１２人 (令和４年度 ２０９，９２９人) 

 内訳 

（１） 研修室・ホール等利用人数    

１７５，２７５人 ( 令和４年度１６７，３４１人) 

区  分 
性  別 

計 
女  性 男  性 不  明 

貸  室 

（男女平等） 
２５，０５５人 １１，７９３人 ８９６人 ３７，７４４人 

貸  室 

（女性教育） 
５８，７７４人 １２，１２１人 ４２６人 ７１，３２１人 

貸  室 

（その他） 
３７，７９１人 ２７，４０１人 １,０１８人 ６６，２１０人 

計 １２１，６２０人 ５１，３１５人 ２,３４０人 １７５，２７５人 

 

（２） その他の利用人数 

４１，７３７人 ( 令和４年度 ４２，５８８人) 

室  名 
性  別 

計 
女  性 男  性 不  明 

託 児 室 ６６６人 ３６２人 ― １，０２８人 

ボランティアルーム ８０７人 ２０人 ― ８２７人 

録音室・モニター室   ９３人 ４９人 ― １４２人 

その他（※1） ― ― ― ３９，７１９人 

館外利用人数（※2） １８人 ３人 ― ２１人 

計 １，５８４人 ４３４人 ― ４１，７３７人 

（※1）貸室以外の館内で行った事業及び、図書資料室・活動コーナー・情報フロアなどの利用者を計上 

（※2）館外利用人数とは、館外で実施した女性会館主催事業の人数 
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（３）研修室・ホール等部屋別利用状況

部屋名 利用率 利用者数

件 ％ 人
４９４ ５０.６ ８,０９０

中会議室 ６６０ ６７.６ ６,１１８

小会議室 ５４３ ５５.６ ３,２５７

大研修室 ７７２ ７９.０ １６,９２２

第１研修室 ５９８ ６１.２ ９,８７８

第２研修室 ５２４ ５３.６ ８,６４７

第３研修室 ６６２ ６７.８ ３,５３２

第４研修室 ６２４ ６３.９ ３,６７７

第５研修室 ７１０ ７２.７ ２,７４３

第６研修室 ７１２ ７２.９ ４,０２８

第７研修室 ６５９ ６７.５ ６,０９４

第１和室 ５１３ ５２.５ ２,５６１

第２和室 ３１７ ３２.４ １,７０７

生活科学研修室 ４９２ ５０.４ ６,８５５

視聴覚室 ６３２ ６４.７ １９,１８１

文化活動室 ８２３ ８４.２ １１,０２４

第１集会室 ６００ ６１.６ ７,２９６

第２集会室 ６１２ ６２.８ ５,１４０

第３集会室 ６４６ ６６.３ ３,５０３

第４集会室 ７１０ ７２.７ １２,４６３

多目的室 ８２８ ８４.７ ６,７２６

ホール ３１１ ３２.３ ２５,８３３

合　　　計 ６２.６ １７５,２７５

令和４年度合計 ６７.１ １６７,３４１

利用件数

大会議室

１４,３６４

１３,４４２
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Ⅸ 参考資料 

 

１ 新型コロナウイルス感染症に関するイーブルなごやの対応 

時 期 事 項 国・県・市の動き 

令和 2 年 

3 月 2 日 

臨時休館（～ 5 月31 日） 3 月 2 日 全名古屋市立学校(園)

の臨時休業（～ 5 月31 日） 

4 月21 日 令和 2 年度前期の生涯学習課主催講座・

事業及び自主学習グループ開設講座の中

止決定 

4 月10 日 愛知県緊急事態宣言 

（～ 5 月25 日） 

4 月16 日 緊急事態宣言 

（～ 5 月14 日） 

5 月20 日 「生涯学習センター及びイーブルなごや

の開館に向けたガイドライン」の策定 

 

6 月 1 日 開館（図書資料室及び託児室（※）を除

く） 

 

9 月 1 日 図書資料室の利用再開 

 

8 月 6 日 愛知県緊急事態宣言 

（～ 8 月24 日） 

令和 3 年 

1 月18 日 

夜間区分の新規申し込みを20 時までの利

用に制限。既に使用許可をしている者に

対しては、20 時以降の活動を自粛するよ

う要請（～ 2 月28 日） 

1 月14 日 緊急事態宣言 

（～ 2 月28 日） 

（※ 1 月18 日～ 2 月28 日 

時短措置） 

4 月20 日 夜間区分の新規申し込みを20 時までの利

用に制限。既に使用許可をしている者に

対しては、20 時以降の活動を自粛するよ

う要請（～ 7 月11 日） 

4 月20 日 まん延防止等重点措置 

（～ 5 月11 日） 

5 月12 日 緊急事態宣言 

（～ 6 月20 日） 

6 月21 日 まん延防止等重点措置 

（～ 7 月11 日） 

8 月 8 日 夜間区分の新規申し込みを20 時までの利

用に制限。既に使用許可をしている者に

対しては、20 時以降の活動を自粛するよ

う要請（～ 9 月30 日） 

8 月 8 日 まん延防止等重点措置 

（～ 8 月26 日） 

8 月27 日 緊急事態宣言 

（～ 9 月30 日） 

  10 月 1 日 愛知県厳重警戒措置 

（～10 月17 日） 

10 月18 日 愛知県警戒領域 

       （～ 1 月14 日） 

10 月31 日 ガイドライン改定 

部屋の定員を従来通りの定員に変更（大

声を出すことが想定されない場合に限

定） 

 

令和 4 年  1 月15 日 愛知県厳重警戒 

（～ 1 月20 日） 

1 月21 日 まん延防止等重点措置

（～ 3 月21 日） 

3 月22 日 愛知県厳重警戒 
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8 月 5 日 BA.5 対策強化宣言 

（～ 9 月30 日） 

10 月 1 日 愛知県厳重警戒 

12 月 8 日 愛知県医療ひっ迫防

止緊急アピール （～ 2 月19 日） 

令和 5 年 

 

 

 

 

 

2 月20 日 愛知県厳重警戒 

2 月27 日 愛知県警戒領域 

（～ 5 月 7 日） 

5 月 8 日 ガイドライン廃止 5 月 8 日 ｢新型インフルエンザ

等感染症(2 類相当)」から「5類

感染症」へ移行 

令和 6年 

4 月 1 日 

中止していた託児室の一般利用を再開  

 

20


